
読譜力を高めよう

―楽譜に興味をもつための手立て―

教育実践高度化専攻 教科指導重点コース 造形・創造科学系（音楽）

　 伊藤 愛梨

 義務教育における音楽科の中で楽譜が読めるようにならないという問題は、

これまで多くの先生方が取り組んできた課題である。私の身近にも「音楽が嫌

い」「音楽の授業が苦手だった」という人たちがいるが、その理由は、楽譜が読

めないということである。しかし楽譜を読むということは、音楽の授業や音楽

活動を行う上で大切な要素であると考える。読譜力を高めるために、まずは楽

譜に興味をもってもらう手立てを考え、研究実践を行った。

 研究実践を行った結果、聴いた音を絵・色・形で表したカードを使用し、自

分たちで何度も話合い、演奏を試しながら楽譜を考える活動を行ったことで、

楽譜をよく見て考えることが出来るようになった。また、音と絵・色・形が子

どもたちの中で結びついており、カードを並べた楽譜を見て音を想像すること

が出来るようになり、楽譜を見てどんな音か、どんな音楽になるのかを想像す

る際の大切な要素を身に付けることが出来た。    


